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＊：拡張不確かさに関する包含係数はｋ＝２を使用しております。 

不確かさの表示値は＋１桁で表記しています。

分散分析による拡張不確かさ(95%信頼区間/k=2)の相対比%より算出しています。

JCCRM224-5a 検査医学標準物質機構

材　料 操作法 実　施

超遠心分離-ﾍﾊﾟﾘﾝ-Mn沈殿法
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製造業者内標準測定操作法

(社内標準測定操作法)

社内二次標準品

クオリジェントＮ キャリブレーター

測 定 結 果

(日常検査法)

製造業者内標準測定操作法

(社内標準測定操作法)

積水メディカル株式会社

（自社マスタースタンダード）

日常測定操作法

日 常 試 料 検　査　室

積水メディカル株式会社

測測測測 定定定定 のののの トトトト レレレレ ーーーー ササササ ビビビビ リリリリ テテテテ ィィィィ とととと 不不不不 確確確確 かかかか ささささ ....

メーカー名 積水メディカル株式会社

項目名 ＨＤＬ－Ｃ

試薬名 クオリジェントＨＤＬ

機器名 日立自動分析装置 ラボスペクト００８

製造業者製品　校正物質

（製品キャリブレーター）

クオリジェントＮ キャリブレーター

精度管理物質

（製品コントロール）

拡張不確かさ

一次基準測定操作法

純度の確定方法

「ＬＣ、ＧＣ、ＴＬＣ」

標準物質 測定方法 安定性

二次基準測定操作法 超遠心分離-ﾍﾊﾟﾘﾝ-Mn沈殿法

一次校正物質 ＳＲＭ９１１

製造業者社内

標準測定操作法

社内標準測定操作法

二次校正物質 JCCRM224-5a

製造業者社内

標準物質

社内二次標準品

（自社マスタースタンダード）

製造業者製品 校正物質

（製品キャリブレーター）

クオリジェントＮ キャリブレーター

２～１０℃

製造後１２ヵ月

表示値 (Lot.804RDI)

 57.2mg/dLの±2

*

×0.61 mg/dL

(相対比 2.14 %)

届出番号 13A2X00197218041

ＨＤＬ－ＣＨＤＬ－ＣＨＤＬ－ＣＨＤＬ－Ｃ

製造業者常用

測定操作法

社内標準測定操作法

精度管理物質

（製品コントロール）


